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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電気設備または電気系統の不平衡電力測定方法であって、
ｉ）　前記電気設備または前記電気系統の相Ａ、Ｂ、Ｃそれぞれの電圧の瞬時値（ｖＡ、
ｖＢ、ｖＣ）および電流の瞬時値（ｉＡ、ｉＢ、ｉＣ）を取得して、基本周波数成分（ｖ

Ａ１、ｖＢ１、ｖＣ１）、（ｉＡ１、ｉＢ１、ｉＣ１）に分解するステップと、
ｉｉ）　前記基本周波数についての電圧の実効値（ＶＡ１、ＶＢ１、ＶＣ１）および電流
の実効値（ＩＡ１、ＩＢ１、ＩＣ１）、ならびに、電圧と電流との間の初期位相変位角（
φＡ１、φＢ１、φＣ１）を求めるステップと、
ｉｉｉ）　上記ステップにおいて求めた前記基本周波数についての実効値に基づいて、次
式
　ＰＡ＝ＶＡ１・ＩＡ１・ｃｏｓφＡ１　ＱＡ＝ＶＡ１・ＩＡ１・ｓｉｎφＡ１

　ＰＢ＝ＶＢ１・ＩＢ１・ｃｏｓφＢ１　ＱＢ＝ＶＢ１・ＩＢ１・ｓｉｎφＢ１

　ＰＣ＝ＶＣ１・ＩＣ１・ｃｏｓφＣ１　ＱＣ＝ＶＣ１・ＩＣ１・ｓｉｎφＣ１

にしたがって、前記相それぞれについての有効電力（ＰＡ、ＰＢ、ＰＣ）および無効電力
（ＱＡ、ＱＢ、ＱＣ）を求める、または、
　前記基本周波数についての実効値に基づいて、基本周波数電圧のポジティブ・シーケン
スの実効値（ＶＡ１＋、ＶＢ１＋、ＶＣ１＋）、および、前記基本周波数についての電圧
と電流との間の位相変位角（φＡ１＋、φＢ１＋、φＣ１＋）を求め、次式
　ＰＡ＝ＶＡ１＋・ＩＡ１・ｃｏｓφＡ１＋　ＱＡ＝ＶＡ１＋・ＩＡ１・ｓｉｎφＡ１＋
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　ＰＢ＝ＶＢ１＋・ＩＢ１・ｃｏｓφＢ１＋　ＱＢ＝ＶＢ１＋・ＩＢ１・ｓｉｎφＢ１＋

　ＰＣ＝ＶＣ１＋・ＩＣ１・ｃｏｓφＣ１＋　ＱＣ＝ＶＣ１＋・ＩＣ１・ｓｉｎφＣ１＋

にしたがって、前記相それぞれについての有効電力および無効電力を求める、ステップと
、
ｉｖ）　前記有効電力および無効電力に基づいて、次式、
【数１】

ここで、ａ＝Ｉ｜１２０°、ｐおよびｑは直交単位フェーザ、にしたがって不平衡電力フ
ェーザ
【数２】

を求めるステップと、を有する、不平衡電力測定方法。
【請求項２】
　電気設備または電気系統の不平衡電力を測定するシステムであって、
－　前記電気設備の相Ａ、Ｂ、Ｃそれぞれの電圧の瞬時値（ｖＡ、ｖＢ、ｖＣ）および電
流の瞬時値（ｉＡ、ｉＢ、ｉＣ）を取得する、取得モジュール（１３）と、
－　基本周波数についての電圧の実効値（ＶＡ１、ＶＢ１、ＶＣ１）、および、電流の実
効値（ＩＡ１、ＩＢ１、ＩＣ１）、ならびに、電圧と電流との間の位相変位角（φＡ１、
φＢ１、φＣ１）を求める、解析モジュール（１４）と、
－　前記相それぞれの有効電力（ＰＡ、ＰＢ、ＰＣ）および無効電力（ＱＡ、ＱＢ、ＱＣ

）を求める、有効および無効電力モジュール（１５）と、
－　前記有効電力および前記無効電力の値に基づいて、次式、
【数３】

ここで、ａ＝Ｉ｜１２０°、ｐおよびｑは直交単位フェーザ、にしたがって、極形式もし
くは二項形式の複素数、または、不平衡電力フェーザ
【数４】

を求めるフェーザモジュール（１７）と、を有する、不平衡電力測定システム。
【請求項３】
　前記有効および無効電力モジュール（１５）は、次式、
　ＰＡ＝ＶＡ１・ＩＡ１・ｃｏｓφＡ１　ＱＡ＝ＶＡ１・ＩＡ１・ｓｉｎφＡ１

　ＰＢ＝ＶＢ１・ＩＢ１・ｃｏｓφＢ１　ＱＢ＝ＶＢ１・ＩＢ１・ｓｉｎφＢ１

　ＰＣ＝ＶＣ１・ＩＣ１・ｃｏｓφＣ１　ＱＣ＝ＶＣ１・ＩＣ１・ｓｉｎφＣ１

にしたがって、前記有効電力および前記無効電力を算出する、請求項２に記載の不平衡電
力測定システム。
【請求項４】
　さらに、基本周波数のポジティブ・シーケンスの実効値（ＶＡ１＋、ＶＢ１＋、ＶＣ１

＋）、および、前記基本周波数についての電圧と電流（ＩＡ１、ＩＢ１、ＩＣ１）の間の
位相変位角（φＡ１＋、φＢ１＋、φＣ１＋）を求める、対称モジュール（１６）を有し
、
　前記有効および無効電力モジュール（１５）は、次式、
　ＰＡ＝ＶＡ１＋・ＩＡ１・ｃｏｓφＡ１＋　ＱＡ＝ＶＡ１＋・ＩＡ１・ｓｉｎφＡ１＋

　ＰＢ＝ＶＢ１＋・ＩＢ１・ｃｏｓφＢ１＋　ＱＢ＝ＶＢ１＋・ＩＢ１・ｓｉｎφＢ１＋

　ＰＣ＝ＶＣ１＋・ＩＣ１・ｃｏｓφＣ１＋　ＱＣ＝ＶＣ１＋・ＩＣ１・ｓｉｎφＣ１＋
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にしたがって、前記有効電力および前記無効電力を求める、請求項２に記載の不平衡電力
測定システム。
【請求項５】
　さらに、前記システムに含まれる前記モジュールが求めた、もしくは、用いた、１つま
たは複数の量を表示させる、表示モジュール（１８）を有する、請求項２乃至４のいずれ
かに記載の不平衡電力測定システム。
【請求項６】
　電気設備または電気系統の不平衡電力の計測器のための校正器（２１）であって、
－　安定平衡正弦三相電力供給源（１９）と、
－　受動素子である、コイル（Ｌｉｐ、Ｌｈｐ）、および、キャパシタ（Ｃｉｐ、Ｃｈｐ

）、または、電子変換器で構成された等価物で構成された少なくとも１つの標準不平衡回
路（２０）であって、前記素子の値が、請求項１乃至５のいずれかにより算出された不平
衡電力フェーザ
【数５】

の動径の関数である、少なくとも１つの標準不平衡回路と、を有する、校正器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、一般に、電気設備の不平衡現象にかかる計測装置の測定および校正に関し、
特に、３線および４線を備える三相電気系統に関する。
【背景技術】
【０００２】
　不平衡電力とは、技術文献において知られた概念である。不平衡電力は、電気設備にお
ける不平衡現象の影響を定量化する量である。この不平衡電力については、相異なる確立
された電力理論を取り入れて複数の相異なる定式化がなされている。だが、これらは、そ
の大きさのみを与える実数である。不平衡電力は保存されない。換言すれば、エネルギ保
存則に従わない。よって、電気設備の不平衡電力は、各構成要素の不平衡電力の和と一致
しない。このことが、当該不平衡の影響を測定するアプリケーションの産業上の実施を大
いに制限し、妨げとなっていた。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　現在のところ、複素形式で定式化した不平衡電力を開示する技術文献はない。本願発明
者が「不平衡電力フェーザ」と称するこの量は、構成成分の不平衡を求めることで、いか
なる電気設備であってもその不平衡電力の値を求めることが可能である。クレームした測
定システムおよび方法は、当該作用を実行することができる。
【０００４】
　さらに、受動素子で構成された不平衡電力計測装置を校正する校正器は、産業界におい
て知られていない。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明は、請求項１、２、および、６においては、電気設備の不平衡電力を測定するた
めの方法およびシステム、ならびに、その校正のためのデバイスに関する。当該方法およ
びシステムにかかる好適な実施形態は、従属請求項において規定される。
【０００６】
　当該目的を達成するため、その基本的貢献として、「不平衡電力フェーザ」という概念
が確立される。これはその動径が不平衡電力であり、かつ、その偏角が、抵抗負荷または
無効負荷が当該不平衡からより多大な影響を受けるような、不平衡が最大になる位相もし
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くは複数の位相を示す量である。とりわけ、この新たな量にかかる様々な特性のうちの１
つは、実数ではなく、複素数であることである。電気系統または電気設備の不平衡電力フ
ェーザは、当該電気系統または電気設備の各部の不平衡電力フェーザの和に等しく、これ
により、当該系統の総不平衡電力の値を取得する工程が著しく簡単化される。
【０００７】
　この「不平衡電力フェーザ」なる量および当該不平衡電力の測定器は、現在、技術文献
において開示されておらず、よって、商用機器および研究レベルにおいて存在するものは
いずれも、サブシステムまたは構成部それぞれに基づいて該系統の不平衡電力の値を取得
することができない。
【０００８】
　本発明は、電気系統または電気設備の不平衡電力を測定する方法ならびにシステムを提
供する。不平衡電力を表す量は、動径および偏角を備えた複素数として表される。そうす
ることで上述の制限を克服することができる。不平衡電力を複素形式で定式化することで
、電気設備または電気系統についての不平衡電力フェーザが、その要素それぞれに関する
不平衡電力フェーザの総和に等しくなり、そうすることにより、各構成要素にかかる不平
衡の値に基づいて電気設備の一部分における不平衡の値およびその影響を知ることができ
る。
【０００９】
　本発明にかかる第１の態様は、電気設備または電気系統の不平衡電力フェーザを測定す
る方法に関し、当該方法は、
ｉ）　電気設備または電気系統の相Ａ、Ｂ、Ｃそれぞれの電圧瞬時値（ｖＡ、ｖＢ、ｖＣ

）ならびに電流瞬時値（ｉＡ、ｉＢ、ｉＣ）を取得して、これらを基本周波数における成
分（ｖＡ１、ｖＢ１、ｖＣ１）、（ｉＡ１、ｉＢ１、ｉＣ１）に分解するステップと、
ｉｉ）　電圧実効値および電流実効値ならびに電圧と電流との間の初期位相変位角を求め
、これらの実効値に基づいて、各相についての有効電力（ＰＡ、ＰＢ、ＰＣ）および無効
電力（ＱＡ、ＱＢ、ＱＣ）を求めるステップと、
ｉｉｉ）　当該有効電力および無効電力に基づいて、次式、
【数１】

ここで、ａ＝Ｉ｜１２０°、ｐおよびｑは直交単位フェーザ、にしたがって、不平衡電力
フェーザを求めるステップと、を有する。
【００１０】
　本発明において可能な実施形態の１つにおいては、ステップｉｉ）において、実効値は
、基本周波数についての電圧（ＶＡ１、ＶＢ１、ＶＣ１）および電流（ＩＡ１、ＩＢ１、
ＩＣ１）、ならびに電圧と電流との間の位相変位角（φＡ１、φＢ１、φＣ１）について
求められ、各相のそれぞれについての有効電力（ＰＡ、ＰＢ、ＰＣ）および無効電力（Ｑ

Ａ、ＱＢ、ＱＣ）は次式
　ＰＡ＝ＶＡ１・ＩＡ１・ｃｏｓφＡ１　ＱＡ＝ＶＡ１・ＩＡ１・ｓｉｎφＡ１

　ＰＢ＝ＶＢ１・ＩＢ１・ｃｏｓφＢ１　ＱＢ＝ＶＢ１・ＩＢ１・ｓｉｎφＢ１

　ＰＣ＝ＶＣ１・ＩＣ１・ｃｏｓφＣ１　ＱＣ＝ＶＣ１・ＩＣ１・ｓｉｎφＣ１

より算出される。
【００１１】
　あるいは、ステップｉｉ）において、実効値は、基本周波数のポジティブ・シーケンス
の電圧（ＶＡ１＋、ＶＢ１＋、ＶＣ１＋）、および、基本周波数についての電流（ＩＡ１

、ＩＢ１、ＩＣ１）と電圧との間の位相変位角（φＡ１＋、φＢ１＋、φＣ１＋）につい
て求められ、各相のそれぞれについての有効電力（ＰＡ、ＰＢ、ＰＣ）および無効電力（
ＱＡ、ＱＢ、ＱＣ）は次式
　ＰＡ＝ＶＡ１＋・ＩＡ１・ｃｏｓφＡ１＋　ＱＡ＝ＶＡ１＋・ＩＡ１・ｓｉｎφＡ１＋
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　ＰＢ＝ＶＢ１＋・ＩＢ１・ｃｏｓφＢ１＋　ＱＢ＝ＶＢ１＋・ＩＢ１・ｓｉｎφＢ１＋

　ＰＣ＝ＶＣ１＋・ＩＣ１・ｃｏｓφＣ１＋　ＱＣ＝ＶＣ１＋・ＩＣ１・ｓｉｎφＣ１＋

より算出される。
【００１２】
　本発明にかかる第２の態様は、電気設備または電気系統の不平衡電力を測定するシステ
ムに関し、当該システムは、
－前記電気設備の相Ａ、Ｂ、Ｃそれぞれの電圧瞬時値（ｖＡ、ｖＢ、ｖＣ）ならびに電流
瞬時値（ｉＡ、ｉＢ、ｉＣ）を取得する、取得モジュールと、
－電圧の実効値（ＶＡ１、ＶＢ１、ＶＣ１）および電流の実効値（ＩＡ１、ＩＢ１、ＩＣ

１）、ならびに、基本周波数について電圧と電流との間の位相変位角（φＡ１、φＢ１、
φＣ１）を求める解析モジュールと、
－相それぞれについての有効電力（ＰＡ、ＰＢ、ＰＣ）および無効電力（ＱＡ、ＱＢ、Ｑ

Ｃ）を求める有効および無効電力モジュールと、
－有効電力および無効電力に基づいて、次式、

【数２】

ここで、ａ＝Ｉ｜１２０°、ｐおよびｑは直交単位フェーザ、にしたがって、極形式もし
くは二項形式の複素数、または、不平衡電力フェーザ
【数３】

（ＡバーＵ）を求めるフェーザモジュールと、を有する。
【００１３】
　好適な実施形態においては、有効および無効電力モジュールは、次式、
　ＰＡ＝ＶＡ１・ＩＡ１・ｃｏｓφＡ１　ＱＡ＝ＶＡ１・ＩＡ１・ｓｉｎφＡ１

　ＰＢ＝ＶＢ１・ＩＢ１・ｃｏｓφＢ１　ＱＢ＝ＶＢ１・ＩＢ１・ｓｉｎφＢ１

　ＰＣ＝ＶＣ１・ＩＣ１・ｃｏｓφＣ１　ＱＣ＝ＶＣ１・ＩＣ１・ｓｉｎφＣ１

にしたがって、それらの電力を算出する。
【００１４】
　別の可能な実施形態の１つにおいては、システムは、さらに、基本周波数のポジティブ
・シーケンスの電圧の実効値（ＶＡ１＋、ＶＢ１＋、ＶＣ１＋）、および、基本周波数に
ついての電流と電圧との間の位相変位角（φＡ１＋、φＢ１＋、φＣ１＋）を求める対称
モジュールを有し、その場合、有効および無効電力モジュールは、次式、
　ＰＡ＝ＶＡ１＋・ＩＡ１・ｃｏｓφＡ１＋　ＱＡ＝ＶＡ１＋・ＩＡ１・ｓｉｎφＡ１＋

　ＰＢ＝ＶＢ１＋・ＩＢ１・ｃｏｓφＢ１＋　ＱＢ＝ＶＢ１＋・ＩＢ１・ｓｉｎφＢ１＋

　ＰＣ＝ＶＣ１＋・ＩＣ１・ｃｏｓφＣ１＋　ＱＣ＝ＶＣ１＋・ＩＣ１・ｓｉｎφＣ１＋

にしたがって、それら電力を算出する。
【００１５】
　当該システムは、さらに、求めた、もしくは、当該システムに含まれる別のモジュール
が使用した、１つまたは複数の量を示す表示モジュールを備えることが好ましい。
【００１６】
　本発明の別の態様によれば、本発明は、電気設備または電気系統の不平衡電力測定シス
テムに関し、当該システムは、
－不平衡による非効率性に相当するエネルギを供給する安定平衡正弦三相電力源と、
－受動素子、コイル、および、キャパシタ、または、電子変換器で構成されるその等価物
で構成され、それら要素の値が、上述のようにして算出される不平衡電力フェーザＡバー
Ｕの動径の関数である、少なくとも１つの標準不平衡回路と、を有する。
【００１７】
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　不平衡電力についての標準回路または複数の標準回路は、不平衡電流を吸収し、よって
、予め設定された値に校正される。
【００１８】
　市場において入手可能なもしくは入手不可能な他の可能な産業の場にあまり適さない電
子校正器との比較において、これらの校正デバイスの貢献は、その単純さ、経済性、不平
衡電力の測定についての物理的基礎、である。
【００１９】
　本発明の特徴のより深い理解を助けることを目的として起草した以下の説明を補完する
ため、例示的に、非限定的に、実際的な実施形態の好適例にしたがって本願明細書と分離
不可分な一部として図面を添付する。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】本発明による方法の処理シークエンスを示す図
【図２】本発明による不平衡電力フェーザの測定のためのデバイスの可能な実施形態を示
す図
【図３】不平衡電力の校正器の可能な構成を示す図
【図４】不平衡電力フェーザを求めるための可能な方法を示す図
【図５】不平衡電力フェーザを決定するための可能な別の方法を示す図
【図６】不平衡電力を校正するための標準の構成を示す図
【発明を実施するための形態】
【００２１】
　図１に示すように、本発明の目的でもある、電気設備における不平衡電力フェーザを測
定するための方法の可能な方法は、
－デバイスから電気信号を取得して計測する物理システム６（図２参照。）が出力するサ
ンプリングされた信号のデジタル処理１であって、各相についての基本周波数における電
圧および電流の実効値ならびに初期位相のマトリクスを求めることにより、トータル６の
電圧および電流の各相についてのマトリクスを求める処理と、
－これらのマトリクスから、（３において、）ポジティブ・シーケンス成分についての実
効値および初期位相を、当該ポジティブ・シーケンスの電圧についてのマトリクスを用い
て求める処理と、
－基本周波数の電圧および実効値の実効値および初期位相のマトリクスに基づいて、各相
について有効電力および無効電力を求める処理２と、
－有効電力および無効電力に基づいて、（４において、）以下で詳述する式［１］より不
平衡電力フェーザを求める処理と、
－本方法で用いた物理量のいくつかを用いて不平衡電力フェーザのグラフィカルなおよび
数値的な情報を表示デバイスに表示する処理５と、を有する。
【００２２】
　図２に示される本測定方法を実施するためのデバイスは、電気信号を計測して取得する
ための物理システム６－ハードウェア－、および、電力を測定するためのプログラム７と
を有する。
【００２３】
　物理システム６は、電圧および電流について瞬時値を計測するための複数の計測センサ
８と、各センサの二次側から出力された電流を取得カードのアナログ入力に適した電圧に
適合させる信号調整器９と、電圧および電流についてのアナログ信号を測定プログラムの
入力として用いられる一連の離散サンプルに変換する取得カードもしくはそれに等価なデ
バイスと、取得カード１０が挿入されるマザーボードを備えて電圧信号および電流信号の
離散サンプルを測定プログラムに渡すことが可能な処理システム１１と、電圧、電流、有
効電力、および、無効電力、対称成分、ならびに、エネルギについての不平衡電力フェー
ザといった不平衡電力フェーザの測定に関する全ての電気的な量の値や波形についての全
ての情報を表示するタッチスクリーンまたは表示デバイス１２と、を有する。
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【００２４】
　測定プログラム７は、以下のモジュール、
－電圧および電流に関するサンプルを取得し、それぞれについてベクトル形式で保存する
取得モジュール１３と、
－前述のモジュールで取得したサンプルにもとづいて各相の全ての電圧及び電流の実効値
を数値積分で求め基本周波数についての位相ならびに電圧および電流の実効値のマトリク
スを求める解析モジュール１４と、
－前述のモジュールで求めたマトリクスにもとづいて基本周波数についての電圧に関する
実効値および位相におけるポジティブ・シーケンスの成分のマトリクスを求める対称モジ
ュール１６と、
－電気設備のトポロジのタイプそれぞれについて有効電力および無効電力の値を求める有
効および無効電力モジュール１５と、
－不平衡電力フェーザの値を求める不平衡電力フェーザ・モジュール１７と、を備える。
【００２５】
　上記典型例は、特に、街や工場の変電所において不平衡電力フェーザを求める処理であ
る。
【００２６】
　図４は、上記の量の計算工程の一例を示す図である。相異なる相の電圧の瞬時値（ｖＡ

、ｖＢ、ｖＣ）および電流の瞬時値（ｉＡ、ｉＢ、ｉＣ）が登録され、基本周波数、５０
／６０Ｈｚ、の成分（ｖＡ１、ｖＢ１、ｖＣ１）、（ｉＡ１、ｉＢ１、ｉＣ１）および高
調波成分に分解される。そして、基本周波数位相電圧および電流の実効値および位相変位
角（ＶＡ１、ＶＢ１、ＶＣ１）、（ＩＡ１、ＩＢ１、ＩＣ１）、（φＡ１、φＢ１、φＣ

１）を求める。これらの値を用い、各相についての有効電力（ＰＡ、ＰＢ、ＰＣ）および
無効電力（ＱＡ、ＱＢ、ＱＣ）を次式、
　ＰＡ＝ＶＡ１・ＩＡ１・ｃｏｓφＡ１　ＱＡ＝ＶＡ１・ＩＡ１・ｓｉｎφＡ１

　ＰＢ＝ＶＢ１・ＩＢ１・ｃｏｓφＢ１　ＱＢ＝ＶＢ１・ＩＢ１・ｓｉｎφＢ１

　ＰＣ＝ＶＣ１・ＩＣ１・ｃｏｓφＣ１　ＱＣ＝ＶＣ１・ＩＣ１・ｓｉｎφＣ１

より求める。
【００２７】
　最後に、各相の有効電力および無効電力の値を、不平衡電力フェーザ（ＡバーＵ）に関
する新規な式
【数４】

に代入する。ここで、ａ＝Ｉ｜１２０°、ｐおよびｑは直交単位フェーザである。
【００２８】
　図５に示すように、非常によい近似として不平衡電力フェーザを求める別の代替的方法
は、基本周波数位相電圧の対称成分に基づいて、各相の有効電力および無効電力を計算す
るステップを含む。上記の例に関し、相異なる相の電圧の瞬時値（ｖＡ、ｖＢ、ｖＣ）お
よび電流の瞬時値（ｉＡ、ｉＢ、ｉＣ）が登録され、基本周波数、５０／６０Ｈｚ、の成
分（ｖＡ１、ｖＢ１、ｖＣ１）、（ｉＡ１、ｉＢ１、ｉＣ１）および高調波成分に分解さ
れる。ストークビス－フォーテスキュー（Stokvis-Fortescue）の定理の式を適用し、基
本周波数のポジティブ・シーケンスの電圧の実効値（ＶＡ１＋、ＶＢ１＋、ＶＣ１＋）を
、これら電圧の基本周波数電圧との位相変位角（φＡ１＋、φＢ１＋、φＣ１＋）を用い
て求め、これらに基づいて、次式、
　ＰＡ＝ＶＡ１＋・ＩＡ１・ｃｏｓφＡ１＋　ＱＡ＝ＶＡ１＋・ＩＡ１・ｓｉｎφＡ１＋

　ＰＢ＝ＶＢ１＋・ＩＢ１・ｃｏｓφＢ１＋　ＱＢ＝ＶＢ１＋・ＩＢ１・ｓｉｎφＢ１＋

　ＰＣ＝ＶＣ１＋・ＩＣ１・ｃｏｓφＣ１＋　ＱＣ＝ＶＣ１＋・ＩＣ１・ｓｉｎφＣ１＋

より有効電力（ＰＡ、ＰＢ、ＰＣ）および無効電力（ＱＡ、ＱＢ、ＱＣ）を求め、不平衡
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電力フェーザの式［１］に代入する。
【００２９】
　最後に、測定プログラム７は、表示モジュール１８を有する。該モジュールは、電圧お
よび電流の実効値、各相の有効および無効電力、基本周波数における対称成分といった物
理量の値を用いて、画面上に不平衡電力フェーザのグラフィックおよび数値的な情報を表
示する。
【００３０】
　図３は、不平衡電力計測器のための校正器２１の可能な実施形態を示す図である。これ
は、三相電源１９、および、不平衡電力測定用標準回路２０を有する。
【００３１】
　電力供給源１９は、不平衡による非効率性に対応したエネルギを供給するデバイスであ
る。それは、周波数５０／６０Ｈｚの安定化三相電源である。
【００３２】
　不平衡電力に関する標準不平衡回路２０は、コイルおよびキャパシタ、または、電子変
換器で形成された等価物を有する受動デバイスであって、不平衡電流および電力を吸収し
て予め設定された値に校正させる。不平衡電力に関する標準２０の好適な校正例を図６に
示す。また、それに含まれる素子に可能な値を以下に示す。
【数５】

【数６】

【数７】

【数８】

ｗ＝２πｆ、
ｆ＝５０／６０Ｈｚ、
ここで、Ａｕは、不平衡電力である。
【００３３】
　本発明は、その好適な実施形態にもとづいて説明されている。だが、本発明の主題の専
門家にとって明らかなことだが、本願が請求する発明の範囲内において当該実施形態に様
々な変更を加えることが可能である。
【符号の説明】
【００３４】
　１　・・・　デジタル処理
　２　・・・　有効および無効電力処理
　４　・・・　不平衡電力フェーザ処理
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　５　・・・　表示処理
　６　・・・　物理システム
　７　・・・　測定プログラム
　８　・・・　計測センサ
　９　・・・　信号調整器
１０　・・・　取得カード
１１　・・・　処理システム
１２　・・・　表示デバイス
１３　・・・　取得モジュール
１４　・・・　解析モジュール
１５　・・・　有効及び無効電力モジュール
１６　・・・　対称モジュール
１７　・・・　不平衡電力フェーザ・モジュール
１８　・・・　表示モジュール
１９　・・・　電源
２０　・・・　標準不平衡回路
２１　・・・　校正器

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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